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今後の取り組みについてお聞かせ下さい。

当社は車海老養殖事業以外にも、不動産業、レンタ
カー、中古車販売などを手掛ける多角経営をしている。
地元・久米島で創業して約40年、地域に支え続けられて
きた。これからも地元の皆様、観光客・全国のお客様に、
久米島産の新鮮で美味しい高品質の車海老を安定して
届けていきたい。

久米島が大好きで、久米島で働きたくて移住した。入社
してまだ１年足らずだが徐々に慣れてきた。車海老は商
品詰めする際、サイズ毎に選別し、弱った海老や傷つい
ている海老も取り除く。速さと正確さが大事で、かつ丁
寧な作業を心掛けている。お客様が喜んでくれるとこち
らも嬉しく、やりがいを感じる。
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久米総合開発株式会社

真空包装機・大型冷凍コンテナ導入による
通年供給体制の確立

現在、冷凍車海老は需要が高まる時期と製造ピークに半年のずれがあり、機会ロスが
生じている。品質保持管理に必要な真空機やラベラー導入及び大型冷凍コンテナ設置
で通年供給可能な体制に整え、機会ロスをなくし、車海老全体の平均単価を上げる。

従来の活き〆急速冷凍車海老(冷凍商品)の出荷は飲 
食店との販売取引が主であるが、今後市場価格が高騰 
した際には、真空活き〆急速冷凍車海老も平行して出 
荷を行うことで収益の安定化を図る。新しく試作した真 
空活き〆急速冷凍車海老は小容量で長期保存が可能 
なので、贈答品としての商品を製造し、通年出荷可能な 
商品として予定している。今後は品質向上のため 
HACCP導入も視野に入れている。昨年度から久米島 
町のふるさと納税の返礼品に採用されたおかげで全国
から注文があり、昨年から大幅に出荷数が伸びている。
それをＰＲ商品として展開し、新規顧客獲得へのきっか
けとしたい。

事業のきっかけ 今後の展望事業の取り組み～成果

今までは飲食店に卸す業務用の簡素な包材の冷凍商
品をメインに製造していた。販路を広げるべく、見た目
が良く安定供給でき、単価も高い商品を作りたいと考
えたが、実現するための設備が足らなかった。そこで商
品の品質向上のために真空包装機を導入し、車海老を
真空パッキングして軽量・ラベリング後に急速冷凍し
た。冷凍車海老の大量ストック用に大型冷凍コンテナ
も設置した。製品情報などを一括表示でき商品管理に
役立つラベラー機を導入することでより高品質な冷凍
車海老を製造し、通年供給が可能となった。結果、価格
変動の激しい市場に左右されない、安定した収益確保
へと繋がった。

導入した真空包装機を使い、活きた車海老を真空状態 
で急速凍結した商品を試作し製品化した。パッケージ
にも気を配り、既存商品である車海老を衛生的で高級 
感のある贈答品として販売することができ、商品価値 
が高まった。ラベラー機では、製品情報や製造ロットを 
一括表示管理することで安心・安全な商品の提供が可 
能になった。また、大容量冷凍コンテナ増設により商品
のストックが増え、在庫調整も可能となり、需要の多い
年末にも対応可能となった。導入した設備を駆使しする
ことで、高品質で長期保存可能な商品の安定供給が見
込め、新規顧客はもちろん新規取引先の開拓も可能と
なった。 
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水産養殖業
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Q
A 地元に寄り添った誠実な事業展開

御社のモットーを教えてください

課題
■ 単価の高い商品
を製造開発するため
設備拡充を図った

成果
■ 「活き〆急速冷凍
車海老」を製造、
贈答品需要高まる

展望
■ 高品質で長期
保存可能な商品の
安定供給が目標

平成26年度 革新的サービス 一般型 / 試作開発 + 設備投資一般型 / 試作開発 + 設備投資

東シナ海に面した車海老養殖場。6つの養成池は総面積66,000㎡。
車海老はここで7ヵ月養殖される

活車海老は冷却水槽に入れ氷水で〆た後、
真空包装され、－50℃で急速冷凍される

導入した真空包装機


